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学位論文内容の要旨 

 

 

 

  

 

 



 

 

 



 

審査結果の要旨 

 

 

 

  

本論文は、道路橋の代表的な形式の一つである単純 H 形鋼桁橋を対象として、桁端部に腐食損傷が

生じたときの支点部の耐荷性能に関する解析的な検討を行っている。研究対象は我が国の課題である

社会資本の老朽化や少子高齢化による過疎化に着目し、地方道でも多く用いられる構造形式としてい

る。 
本論文では、まず検討で用いる載荷荷重について道路橋の技術基準である道路橋示方書との関係を

整理し、支点部の耐荷性能を定義している。その上で端横桁や床版に模擬損傷を与えた解析モデルを

設定し、これらの部材が隣接する主桁間の荷重伝達や支点部の耐荷性能に与える影響を明らかにし

た。この結果、橋全体の構造を考慮し一定の鉛直変位を許容することで、主桁支点部単体の耐力を超

える支点部の耐荷性能を確保できることを明らかにした。更に、実際の橋の端横桁に発生する様々な

形状の腐食損傷が支点部の耐荷性能に与える影響を明らかにした。 
以上より本論文は、桁端部が腐食損傷した橋の支点部の耐荷性能を評価する上で有効な研究成果で

あると同時に、画一的な従来の性能照査手法では通行が制限された橋に対して、一定の制限を設けな

がらも通行を可能とする手法の開発が可能であることを示すものであり、維持管理工学の発展に大き

く貢献する研究成果である。よって、申請者は本論文により北見工業大学博士（工学）の学位を授与

される資格がある者と認める。 
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